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大管長会メッセージ

安息日 喜びの 日

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

あ る年の秋・私はステーキ部絵 畑 席す
るために，合衆国西部の田園地方を訪れ

た。私が着 いたのは土曜 日の夕方で， その晩

はステーキ部長宅に泊 まった。翌朝，私たち

.は大会の会場に向かった。距離に して，8，

9キ ロほ どであった。その途 中，私たちは幾

つかの農場の前を通 ったが，農場の様子から，

人々が安 息 日を守っていることは明 らかであ

った。 『

小麦の実 った美 しい畑には，前 日の夕方か

ら置かれているのであろう，農機具が放置さ

れていた。干 し草の山も半分積みかけで， ま

だ畑には多 くの干 し草が残 されていた。 また，

小麦の刈取 りも途 中であった。すべてが休息

しているようであった。

私 たちは町に入ったが，そこに も，平安 と

の どけ さがただよっていた。槌の音 も聞こえ

なければ，機械の音もしない。人の働いてい

.る気配は全 くない。私たちが見た ものはただ，

教会堂に向か う人々だけであった。

そこで私は， この素晴らしい情景について

ステー キ部長 と語 り合い，ホームティーチャ

ーがステー キ部内 をくまなく回って
， ソル ト

レー クから訪問者があることをみんなに話 し

でもしたのですか と尋ねた。する とステーキ

部長は答えた。「いいえ，教会員の皆さんはい

つ もこのようにして安 息 日を聖 く過ごすんで

す。本当にうれしいことです よ。 このステー

キ部 では，ほ とん ど全部の家族は毎週 日曜 日，

教会の集会に出席 します。」彼の言う通 りであ

るこ とは記録が示 していた。

そよ風が吹き，静かで，暖か く，心地良い，
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麗 しい 日であった。かなたの丘は，すでに秋

の色 を濃 くしていた。美 しい畑 と家，満たさ

れた快 い雰.囲気がそこにあった。その 日の集

会は非常に平安 に満ち，得 るものが多く，満

ち足 りた集 いであった。

それとは対照的な経験 もある。ステーキ部

大会に出席するために別の地方 を訪れた時，

私は 日曜日の朝早 く， ひどい騒音に 目を覚 ま

した。狩猟服を着込み，ライフル銃 を手に し

て出かける人々の 自動車の騒音であった。山

へ鹿狩 りに出かけよ うとしていた。

またある安 息 日に，私 は田舎 を車で走った

時，汗びっしょりになって草刈機械や干 し草

作業車 を運転 し，干 し草作 りに励 んでいる人

人を大勢見た。

さらに，映画館の前に長蛇の列 をな してい

る人々，ピクニ ック，バスケッ トや運動用具

をもって海浜や峡谷に向かっている人々 を，

安息 日に見かけたこともある。

現在，世の多 くの人々が安息 日の律法を犯

している。安息 日になると，湖にたくさんの

ボー トが浮かび，海岸に人が群が り，映画館

が満席になり， ゴルフ場に入々が集まる。安

息 日がロデオや競技，家族 のピクニ ックに絶

好の 日とされ，.野球の試合 さえこの聖 日に行

なわれ る。 多くの人々が この日をいつ もと同

じ商いの 日とし，聖なる日とい う意識は持 っ

ていない。 また， 多 くの人々がこの 日を行楽

の 日としているため，彼 らが楽 しみに興 じ散

財することをね らって，仕事に精出す人々も

大勢いる。

多 くの人々は，安息 日の律法を破ることを

それ程重大視 していない。 しか し，私 たちの

天父か ら見 ると， そうした行為は大切 な戒め

に従っていないことになる。シナイ山を下 り

て来たモーセは，恐れおのの くイスラエルの

民に，生活の規範である十戒 を与 えた。 しか

しこれ らの戒めは新 しいものではなかった。

それはすでにアダム とその子孫に告げ知 らさ

れ，・時の初めか らそれに従って生活するよう

に命 じられていた もので，主がモーセに繰 り

返 し与 えられたにすぎないのである。これ ら

の戒めは， 人々が 「主なる彼らの神の命 じた

まわんすべ てのことを」(ア ブ ラハム3：25)

なす かどうか を見 るため， この世 に先立って

天上の会議 で定められた試しの一部なのである。

十戒 の第一番 目の戒めは，主 を礼拝するよ

うに ということである。そして，第4番 目に，

この礼拝 を行な う特別な 日として安息、日が指

定 されている。

「あなたはわたしのほかに，なにものをも

神 としてはならない。…一

安 息日を覚えて， これを聖 とせ よ。

六 日のあいだ働いてあなたのすべてのわざ

をせ よ。

七 日目はあなたの神，主の安息であるか ら，

なんのわざをもしてはならない。 あなたもあ

なたのむす ご，娘， しもべ，は しため，家畜，

またあなたの門の うちにいる他国の人もそ う

である。

主は六 日の うちに，天 と地 と海 と，その中

のすべての もの を造って，七 日目に休 まれた

からである。それで主は安息 日を祝福 して聖

とされた。」(出 エジプ ト20：3，8-11)

「安 息 日を覚えて
，これを聖 とせ よ。」これ

こそ，シナイ山の雷鳴をもって神が下された

神聖な命令であり，廃止 も変更もされていな

い。むしろ，近代に再び強調 されたほどである。

「されどこの主の聖 日に於ては
，い と高き

者に汝の捧物 と聖式 とを奉 りて，兄弟たちに

向い主の前に於て汝の罪 を告 白す るを忘 るべ

からず。

而して汝 この 日には他に何事 をもなす こと

なかれ。言い換 うれば汝悦びを以て充 されん

ため，真心 をこめてその食物 を支 度す ること

のみを為すべ し。」(教 義 と聖約59：12-13)

主の 日に狩 りや魚釣 りをす ることは，この

日を聖 としない。安息 日に耕作や収穫 をす る

ことも，主の 日を聖 とはしない。この 日に峡

谷ヘピクニックに出かけること，.競技やロデ

オ，シ ョー，その他の催 しに行 くことは，主

の日を聖 としない行為である。
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妙な話であるが，末 日聖徒の中に，ほかの

面ではすべて忠実であ りなが ら，安息 日の こ

とになると自分の行為 を正 当化 し，時折教会

の集会 を休んで遊 びに出かけて しまう人々が

いる。解禁の 日に行かなければ釣 りのだいご

味が味わえない， 日曜 日を抜いたら連休が短

くなる，安息 日に行かない と見たい映画を見

過ごして しまう，これが彼 らの言 い分 である。

しか も，家族 ともども安息 日の律法 を破 るの

である。

救い主は言われた。「それだから，これ らの

最も小 さいいましめの一つでも破 り， またそ

うす るように人に教 えた りす る者 は，天国で

最 も小さい者 と呼ばれ るであろう。」(マ タイ

5：19)

ス ポーツ，ピクニック，運動競技，映画等

のレクリエーシ ョンを週 日に行な う分には，

何 ら問題はない。健全なレクリエー ションは

生活に活気を生む力 となるからである。そ し

て教会は，組織 として， この種の活動 を積極

的に推し進めている。 しか しすべ ての事柄に

は，ふさわ しい時 と場所がある。すなわち，

働 く時，遊ぶ時，礼拝する時があるのである。

安息 日を守 るには犠牲 と自制が要求 される

とよく言われる。しか しその言葉は当たらな

い。ただ，計画 したことをいつ行なうか とい

うだけのことである。時間は十分にある。特

に近年は，週の6日 間の内に働 き，遊ぶ時間

を十分にとることができる。安息 日を避けて，

週日の活動 を計画 し行 なう多 くの時間がある。

あるスカウ トの団体は，毎年夏季に，安 息

日に出かけて次の安 息日に帰って くるキャン

プを計画していた。そのため， この連盟に所

属 していた末 日聖徒の青少年は，連続 して2

回， 日曜 日の教会活動ができなかった。そこ

で教会が連盟の役貝にスケジュールの変更 を

お願 いした ところ，キャンプの 日程が金曜 日

から翌週の金曜 日までに変更 された。 しか も，

その間の日曜日に，キャンプに参加 した少年

たちのために宗教プログラムが組まれたので

ある。
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他 方， あるセ ミナ リー ・グループは， 日曜

日に山で集会 を開 く計画 を立てた。そして，

そのプログラム を認めてもらうために，その

日の活動の一環 として証会を計画 した。こ う

して彼 らは集会 を開 き，霊的な一時間を過 ご

した。 しか し，証 会の後は， ピクニ ック，ゲ

ーム，ハ イキング，山登 りといろいろな活動

が行 なわれ，安息 日の精神 など微塵 も見 られ

なかった。一時間を敬慶に過 ごしたか らと言

って，その 日一 日が聖 日になるわけではない

のである。

戒めは，人か ら何かを奪 うためにあるので

はない。神がその僕に下 されるあらゆる戒め

は，それ を受け入れ，従 う人々 を益するため

にあるのである。従 って，安息 日を注意深 く，

厳密に守る人には恵みがもたらされる。一方，

神の律法 を破 る人は苦 しみ を被 るのである。

安息日の戒めには，人の行動 を制限す る部

分がある。すなわち，安息 日には 「なんのわ

ざをもしてはならない」 とある。 しか し同時

に，積極的に行 なわなければならない事柄 も

ある。「祈 りの家に行きて……汝の聖式 を捧 ぐ

べ し。……いと高 き者に礼拝を捧 ぐべ き日な
かおかたち

ればな り。……悦ば しき心 と愉快 なる顔容 と

を以てなせ ……」(教 義 と聖約59：9-10，15)

安 息 日は，ただいたず らに家の周囲 を散歩

し，庭をぶ らぶ ら歩 き回るためにある日では

ない。この 日は，教会の集会に出席して主 を

礼拝 し，福音の知識を得，家族 と楽しい時間

を過 ごし，音楽 と歌で精神 を高揚させ るため

にあるのである。

安息 日は，価値ある，聖い事柄を行なう聖

日である。仕事 とレクリエーシ ョンを控 える

ことは大切 であるが，それだけでは十分でな

い。安 息日には思い と行ないを建設的なもの

にす る必要がある。安息 日に何の目的 もな く

ぶらぶら歩き回る人は，安息 日の戒め を破っ

てい る人である。 この戒め を守 る人は，ひ ざ

まずいて祈 り， レッスンを準備 し，福音 を学

び，瞑想にふけ り，病気の人や悲嘆に暮れて

いる人を見舞い，宣教師に手紙 を書 き，午睡



し，健全 な本を読み，出席す るよう期待され

ているすべての集会に出席す る日として， こ

の 日を過 ごすであろう。

私の知 り合 いのひとりに， 日曜 日に一冊良

い本 を読めば教会の集会で学ぶ以上 のものが

得 られる，集会の話は自分には物足 りない，

と言 う人がいる。彼は善良な人ではあるが，

考 え違 いをしている。私たちが安息日の集会

に出席す るのは楽 しむためで もなければ，た

だ単に教えを学ぶためで もない。主 を礼拝す

るために集 うのである。それは個人の責任で

ある。もしも心か ら主 を礼拝 したいと思 う人

☆ ☆

私たちが安息 日の集会に出席する

のは楽 しむためでもなければ，ただ

単に教えを学ぶためでもない。主を

礼拝するために集うのである。あな

た 自身が集わなければ，それがてさ

ないのである。だれもあなた に代わ

って礼拝することはでさない。あな

たが自分 自身で主を礼拝 しなければ

ならないのである。

☆ ☆

であれば，説教台から何が語られようと，主

を礼拝するために集会に出席し，聖餐にあず

か り，麗 しい福音に思いを向けることだろう。

従って， あなた自身が集わなければ，それが

できないのである。だれ もあなたに代わって

礼拝することはできないのである。

私たちは，他の戒め と同様， この戒めに関

しても予言者 ヨシュアの言葉に従お うではな

いか。「それゆえ，いま，あなたがたは主を恐

れ， まことと， まこころ と，真実 とをもって

……主に仕 えなさい。……あなたがたの仕え

る者を， きょう，選 びなさい。ただし，わた

しとわたしの家 とは共に主に仕 えます。」(ヨ

シュア24：14-15)

そ うす る時に私 たちは， イスラエルの民に

約束 された祝福を得 るこ・・とがで きるのである。

「あなたがたはわたしの安 息日を守 り
， ま

たわた しの聖所を敬 わなければならない。わ

たしは主である。

もしあなたがたがわた しの定めに歩み，わ

たしの戒めを守って，これ を行 うな らば，

わたしはその季節季節に，雨をあなたがた

に与えるであろう。地は産物 を出し，畑の木

木は実 を結ぶであろう。

あなたがたの麦打 ちは，ぶ どうの取入れの

時 まで続き，ぶ どうの取入れは，種 まきの時

まで続 くであろう。あなたがたは飽 きるほど

パンを食べ， またあなたがたの地に安 らかに

住むであろう。

わた しが国に平和 を与えるか ら，あなたが

たは安 らかに寝ることができ， あなたがたを

恐れ さす ものはないであろう。」(レ ビ26：2

-6)

しか し現在，安息 日だか らと言って機械 を

止めることはできないということで， 多くの

産業が仕事 を続けている。これ らの産業の労

働者は，日曜 日に も「働かなければならない。」

現実はそ うであるかもしれない。しか し，「必

要は発明の母」 である。私は，産業に従事す

る人々全員が安息 日を聖 日にしようと決心す

るならば， 日曜日に働 く必要がないように，

新 しい生産方法が発明されるであろ うと考え

ている。

救 い主は，安息日にも牛が穴に落ち込むこと

のあることを知 っておられた。そのような場

合，必要であれば，人が穴か ら牛を引き上 げ

てや らなければならない。しか し，毎週故意

に牛 を穴に落 とす者 もいない。また，穴に落

ち込んだ牛を放 ってお く者もいないであろう。

安 息 日でも働かなければならない人々のい

ることは確かである。事実，ある種の仕事，

例えば病人の看護等 は必要であり，安息 日を

聖い 日とす るのに役立つ。 しか し，このよう
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な仕事に携わる時に特.に考慮 しなければなら

ないのが，その時の私 たちの気持ちである。

富を増すために安息 日に働 こうとす る人々

は，戒め を破っている。必ず しも安息 日に し

なくてもよい仕事で得たお金は，不浄なお金
.だか らであるげ主の戒めに従わずに安息 日に

働き，それによって得た不浄な収入の一部 を

什分の一あるいは献金 として主に差 し出す人

を想像 していただ きたい。現在 も， 旧約の時

代 と同 じように，主に差 し出す捧げ物は，「傷

のないもの」でなければならない。しか し，

不当に安息 日に働いて得たお金は，決 して こ

の条件 を満 たせないのである。

また，安息 日に日用品を買った り，催 しに

出かけたりする人々，すなわち商店や娯楽場

の営業を助長す る人々 も，安息 日を破ってい

る。 もしもイスラエルの民 と同 じように主に

そむいて，主の 日に物の売 り買いをし，商売

し， またそれを助け，主の戒め を破 るならば，

大 きな罰が下 され ると警告 されている。これ

はいつの時代にも適用する，全人類に対する

警告である。

古代のイスラエルの律法では，安息 日を犯

した人々には直ちに厳 しい罰が下されるとい

う規定があった。 しか し現在はその規定がな

い。だか らと言って，現在は当時ほどこの律

法 を重要視 していないというわけではない。

現に，主から予言者ジョセ ブ ・ス ミスに下 さ

れた啓示の中で，安 息日を尊ぶ ことの大切 さ

が強調されている。

「汝なおさら充分に世 の汚れに染 まざる様，

祈 りの家に行 きてわが聖 日に汝の聖式 を捧 ぐ

べ し。」(教 義 と聖約59：9)

特 に， これは従わなければならない戒めで

あるとい うことに注意していただきたい。'

「そは誠にこの聖 日は
，汝命ぜられて働 き

を休 み，いと高 き者に礼拝 を捧 ぐべ き日なれ

ばな り。

さりなが ら汝の誓言は，正 し く毎 日常に神

に捧げられざるべか らず。

されどこの主の聖 日に於ては，いと高 き者
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に汝の捧物 と聖式 とを奉 りて，兄弟たちに向

い主の前に於て汝の罪を告 白するを忘 る琴か

らず。 ，

而 して汝 この日には他に何事 をもなす こと

なかれ。ただ汝が断食を完か らしめんため，

言い換 うれば汝悦び を以て充 されんため，真

心 をこめてその食物 を支度することのみを為

すべ し。」(教 義 と聖約59：10-13)

ここ で注 目していただ きたいのが，主は安

息 日とそれ を正 しく守 るこ との大切 さを強調

す る中で，「正 し く毎 日常に」行 なうことを民

に求めてお られるというこ とである。

私は訪問す る先々の地方で，安 息、日に仕事

を休み，戒めに従 う忠実な人々にいつ も会 う。

安息 日には決 して家畜 を移動 しない牧畜家，

果物の出回る季節には昼夜 を問わず営業する

が安 息日には必ず店を閉 じる道端 の果物店，

主の 日には店 を開けない薬局，食堂，屋台店。

商店主 も主の律法に従 うことに本当の満足を

得ているように思われ る。私は このように し

て働 く善良 な人々を見 ると， うれしいだけで

な く，彼 らの信仰 と実直さに祝福が与えられ

るように と願 う気持 ちが湧 き上がって くる。

主は予言者イザヤを通して次のように言っ

てお られる。

「『……わが聖 日にあなたの楽 しみをなさず，

安息 日を喜びの 日と呼び，主の聖 日を尊ぶべ

き日ととなえ， これを尊んで，おのが道 を行

わず，おのが楽 しみを求めず，むなしい言葉

を語 らないならば，

その時あなたは主によって喜びを得， わた

しは， あなたに地の高 い所 を乗 り通ちせ，あ

なたの先祖ヤ コブの嗣業 をもって，あなたを

養 う』。 これは主 の 口か ら語 られた ものであ

る。」(イ ザヤ58：13-14)

☆ ☆



質 疑 応 答

本 誌 の 回答 は問 題解 決 の一 助 と して与 え

られ た もの で あ り，教 会 の教義 を公 式 に

宣 言 す る もので は あ りませ ん。

マサ チ ュー セ ッ ツ州 ケ ンブ リッジ

イ ン ステ ィテ ユー ト指導 主 事

ス テ ィ ー プ ・ギ リ ラ ン ド

末 日聖徒は日曜 日に勤務する仕事

に就いてはならないので しょうか。

「 一 この勤務は交替制 なんだ。だか ら， 日
一

曜 日でも出勤 しな くちゃならないこと

がある。」係長が このように言いました。この

職場.で働 くようになった末 日聖徒は，係長の

言葉 を聞きなが ら考えました。安息 日は聖 日

として守 りたい。で も生活するだけの収 入は

得なければならない。それに，就職 口はあま

りない。安 息日を大切に してこの収入の良い

仕事 をあきらめることがはたして彼にできる

でしょうか。彼はこのことをどのように考え

ればよいのでしょうか。

安 息日の仕事について，ある人は，「安息 日

に出勤 しなければならないようなら，転職す

るんだね」 と，いとも簡単に言ってのけるか

もしれませ ん。 しか し，この問題はもっと深

く掘 り下げてみる必要があ ります。

例えば， ある種の公務は，安息 日にも休め

ませ ん。病 院の職員や救急車の運転手，警察

官，消防士等， 緊急の仕事に従事す る人々は

常時勤務体制 をとっていなければな りません。

もしもバスや タクシーが 日曜 日に走 らなけれ

ば，他に交通手段のない人々は どの ようにし

て教会へ行けるでしょうか。また， 日曜 日の

旅 を最小限に しようとして旅行者が利用す る

ホテルで働 く人々についてはどうで しょうか。

ある種の仕事は 日曜 日に も欠かせ ません。

また， この ような仕事をすべて教会員でない

人々に託す という立場をとってはな らないと

思います。すべての貴い職業に善良な末 日聖

徒が携わ り，同僚や奉仕する相手の人々に感

化 と祝福を与えるようにすることが必要です。

従 って，安息 日の仕事の問題は常に個人の

問題 とな ります。ある種の仕事 は日曜 日に行

な うことが正 当と認められ， また同時に必要

です。この ことを理解した上で，私たちは，

「この仕事は 日曜 日でなければできないもの

だろうか」 と自問してみ る必要があ ります。

たとえ自分の決定が多 くの人々の生活に影

響 を及ぼす ものであっても，その決定に伴 う

責任はすべて自分にかかってきます。 しか し，

私 たちは自分ひ とりで決める必要はあ りませ

ん。 このような大切な決定には，霊感 と導き

を与えて下さると;主 は約束 しておられます。

すでに日曜日の出勤を求め られる仕事に就

いている入は，次のよっに 自問 してみること
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です。

日曜 日の勤務 を変 える方法は何かないだろ

うか。スケジュールを変更できないだろっか。

自分が 日.曜日に働かなければ，職場の同僚

に迷惑がかかるだろ うか。 日曜 日の交替勤務

を変えられないだろうか。

この職場を辞めた ら，家族はどうなるだろ

うか。家族の生活が保証 され， しか も教会の

すべての集会に出席 し，主の戒めに従 うこと

のできる勤め 口が，ほかにあるだろうか。

このまま仕事 を続けていて， 日曜 日の集会

に出席で きるワー ド部が どこか近 くにないだ

うつか。

自分の仕事 を口実 にして怠けてはいないだ

うつか。

夫婦で，あるいは家族全員で以上の事柄に

ついて話 し合い，あなたの答えを主に話 し，

相談 して下さい。

そ して，ひ とたび主に受け入れ られる決定

を祈 りゐ気持ちをもって下 したならば， たと

え，それが 日曜 日の勤務 を求め る仕事 を継続

するという決定であって も，あるいはそのよ

うな仕事にこれから就 くということであって

も，みたまの導 きがある限 りその道 を歩み続

けるようにしましょう。その時，あなたのこ

とを誤解 して非難す る教会貝がいて も赦 しま

す。

日曜日の勤務がある時に， どのようにすれ

ば引き続 き霊的な成長 を図ることができるで

しょうか。次の提案 は，末 日聖徒の実際の体

験か ら引 き出したものです。

1.安 息 日の初めに特別な礼拝の時間 をとる。

結婚 しているな らば，家族 と共にその ような

時間をとる。遠出する時や，時間が不都合な

場合，土曜 日の夕方から安息 日に している人

もいる。

2.旅 行する場合，聖典や教会の出版物 を読

む。神権会に出席できない兄弟たちにとって

は，「メルケゼデク神権個 人学習ガイ ド」の個

人学習が役立っている。

3。 自動車の運転やその他，読書に集中でき

ない仕事 の時は，カセ ットテープを利用する

とよい。

4.た とえ職場で着替えなくてはならな くて

も，安息 日の服装で出かける。特 に，近 くの

ワー ド部の聖餐会に出席できる場合は，なお

さらである。

5.機 会 を見つけて，人に親切にする。「今 日

は働 きたくなかったんだ」 というような態度

を とらない。 また，勤務 していることを弁解

しない。 よく祈 り，周囲の人々に祝福 をもた

らすこ とができるよう主の導 きを求める。

6.伝 道する。 日曜 日を意識 しているのはあ



}

なたひ とりではない。 日曜 日には平 日よりも

多 くの人々が宗教の話に心 を開 くものである。

証 を述べ なさい。

7.で きる限 り多く教会の集会に出席する。

時には仕事着で集会にかけつけなければなら

ないことがあるか もしれない。しか し，服 を

着替えるのに時間がかかって集会に出席で き

ないよりは よい。

8.あ る医師は， 当直の日曜日には家族を病

院に呼んで一緒に食事 をし，その後部屋の片

隅で少しの時間聖典 を読み，福音について話

し合 うように している。また，子供たちは 日

曜学校で学んだことを父親に話 して聞かせ る。

その様子 を見ていた他の人々も，教会員では

ないが， 日曜 日には家族 を病院に呼んで一緒

に食事 をするようになった。静かな模範は 多

くの人々の生活に大 きな影響を及ぼす。

9.あ る兄弟は， 日曜 日に家族の祈 りをしな

か ったことは一度 もない。 日曜日に家を留守

にする時には，家族に電話 をかけ，受話器の

回りに全員 を集めて電話 を通 して祈 りをする。

10.平 日に祈 りと瞑想の時間を多くとる。

11.休 憩時間や暇な時間を聖典を読んだ り，

瞑想した りすることにあてる。休憩時間に他

の人々 を誘い，一緒に聖典 を読み，学ぶ。

日曜 日の勤務にあたっている人々は，ほと

ん ど教会の集 会に出席できない とい う状態で

す。そのため，ある教会員は最初集会に出席

できないことに不平を言ってい ましたが，今

では他の聖徒たちと一緒に礼拝 したいという

飢えさえ感 じるようにな ってい ます。「聖徒

たちと集って一緒に讃美歌 を歌えるとい うこ

とは，素晴らしい特権です。今の私に とって

とて も大切 なことは，教会のすべての集会に

出席す るということです。ですか ら，12時 間

の勤務を終えた後でも，集える場所 で教会の

集会に出席す るようにしています。」

また，ほかの 日に家族 と共に特別な礼拝行

事 を開いている人 もいます。

このよ うに， 日曜 日に仕事 をしていても毎

週安息 日を過 ごそうと努めている忠実な聖徒

たちがいます。彼 らを見ると，私は， 日曜日

に仕事 をしていなくて も時々特別に霊的な日

としてこの 日を過ごしていないことがあるこ

とを反省させ られます。・私は もっと安 息日を

ふさわ しく過 ごす ように したいという思いに

駆 り立 てられるのです。

また， 日曜 日に勤務する人々が良い安息 日

を過 ごせ るように助けることも， 日曜 日に働

いていない私 たちの責任 では な い で しょう

か。ホームティーチャーや仲良 しの会貝は，

神権会や聖餐会の話をメモして，あとで彼ら

に話 して聞かせ るように したらどうで しょう

か。

で きれば， 日曜 日の仕事は避けるようにす

べ きです。そして， 日曜 日に勤務 しなければ

ならない場合は，安息 日を守るように最善 を

尽 くす必要があ ります。主は私たちの心の思

いに従 って私たちを裁 き，私 たちが誠実に主

の助言 を求める時に導いて下 さいます。そし

て，義 しい生活を送るならば，主は人生の障

害 をすべて克服で きるよう私 たちを助けて下

さるのです。神のすべての賜 と同様，安 息日

も人のために定め られ ました。ですか ら，私

たちの立場がどうあろうと，私たちが主の助

けを求めるならば，'主は安息日の祝福にあず

かれるよう私 たちを導いて下 さいます。
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福音の教えを実践する

教会員となる

オル ソ ン ・ス コ ッ ト ・カ ー ト

あ る人が・友人を亡 くして初めて福音の教
えを実践す る教会員になることの本当の

意味を学んだそうである。彼は次のように言

っている。「私は友人のブライアンを病院に見

舞 うつ もりでした。けれども，火曜 日の夜は

ホームティーチ ング，水曜 日は委貝会の集会，

木曜 日は神権個人面接の予定があ りました。

それに，木曜 日は妻がビーハ イブの少女たち

をロー ラースケー トに連れて行 くことになっ

ていました。そ して金曜 日の夜には，聖餐会

の話の原稿 を書かなければなりませ ん。この

ように，1週 間の予定が ぎっしりとつ まって

いたんです。」

そうこうしているうちに，土曜 日の朝，ブ

ライア ンの息子から電話がかかってきた。「父

と親 しくして下 さったあなたにお知 らせ した

方が よいと思 いまして」と，電話の主は言った。

彼はその時の気持 ちを次のように述べてい

る。「知 らせていただ くだけではす まされない

気持ちで した。時間が逆戻 りして，たとえ少

しの時間でも病院へ見舞いに行 くことができ

れば と思いました。昔話に花 を咲かせ，彼が

どんなにかけが えのない友人であるか を伝え

てあげたか ったセす。恐らく，.死を前にして

痛み と恐れ と孤独感に襲われていたことで し

ょう。 そのような彼を慰めてあげ られたらと
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思 うと，いたたまれない気持ちで した。けれ

ども，実際は教会の責任に追われて， とうと

う彼を見舞 いに行けなかったのです。」

この経験か ら彼は次のような教訓を得 た。

「教会の責任 を果たす ことに熱中すると
，福

音の教えを実践す ることを忘れて しまうこと

がある。」

これは次のように言い換 えられ ると思 う。

すなわち，私たちの出席す る集会は備 えをす

るためにある， と。集会に出席す ることは，

私たちの教会活動の一部に過 ぎない。私たち

は何をしなければならないか を学ぶために集

会に出席するのである。

私たちは，教会の集会だけでな く1家 庭や

職場，地域社会の中，友人お よび見知 らぬ.人

人との交際，あるいは個入の祈 りの中に も福

音を生かす ことができる。

教会は教会貝に多 くの活動の機会 を与えて

いる。すなわち， ホームテ ィーチャーや訪問

教師には，他の人々に奉仕す る素晴 らしい機

会がある。 また，教師は生徒の信仰 を鼓舞 し，

感化 し，彼 らに新 たな信仰心 を抱かせ ること

ができる。さらに定員会指導者は，兄弟たち

を整えて良い働 きをさせ ることができる。

しかし， ただ教会の責任 を果 たすにとどま

り，集会に出席しているか ら自分 は十分な働

きをしていると満足しているようでは，私 た

ちはある意味で，タラン トを地中に埋めた僕

のようなものである と言えよう。教会は私た

ちにた くさんの機会を与えて くれる。 しか し，

それらの機会を十分に生か して改善 を図る責

任は私たちに委ね られているのである。

い くら良い働 きをしていても， それが教会

の建物の中だけに限られるとしたら，私たち

は人々の前で光 を輝かせていると言えないの

ではないだろうか。

また， レビ人や祭司のように，教会のこと

だけに とらわれて，見知 らぬ入々に思いや り

を示 さない とした ら，私 たちは隣人を自分の

ように愛 していると言えないのではないだろ

うか。
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主 は私たちに，各 自の霊 を鼓舞 し，強め，

肉体 を休め る日として安息 日を与 えて，その

後の1週 間社会に出て行 き，完全に福音に添

った生活ができるようにして下さった。

「た とい また， わた しに預言をする力が あ

り，あ らゆる奥義 とあ らゆる知識 とに通 じて

いても， また，山を移すほどの強 い信仰が あ

っても， もし愛がなければ，わたしは無に等

しい。」(1コ リント13：2)

これ は次のように言い換える.ことがで きる。

すなわち，教会のすべ ての集会に忠実に出席

し， 自分の召しをことごとく果たし，毎月第

1週 にホームティーチングをすませ， あらゆ

る面で活発な教会員であったとして も，他の

人々に愛を示 し，奉仕す る時間を見いだせ な

いとしたら，その人は 聖徒 と.は言 えな い，

と。その人は，心 と勢力と思い と体力を尽 く

して主 を愛 していない。また， 自分 自身のよ

うに隣人を愛 していないか らである。

安 息日を反省の 日とし.ようではないか。(1

週 間，私たちはどのように主 と隣人に奉仕 を

してきたであろうか。)

安 息 日を，集会に出席し，霊 を鼓舞 し合い，

主にどのように仕えればよいか を学ぶ 日とし

ようではないか。

そ して残 りの6日 間を，キ リス トの模範に

倣って，すべての入に喜び をもたらす 日々に

す るのである。主は次のように言われた。「あ

なたがたは，わたしが空腹の ときに食べ させ，

かわいていたときに飲 ませ，旅 人であった時

に宿 を貸 し，裸であったときに着せ，病気の

ときに見舞 い，獄 に いた ときに尋ねて くれ

た……」(マ タイ25：35-36)

私 た ちの周囲には霊的お よび物的な問題を

抱えて助けを必要 としている人々が大勢いる。

従って，福音の教えを実践する教会員 となる

ために，私 たちはスケジュール をぬってその

ような人々の必要を満たす時間 をとるように

しなければな らない。私 たちが周囲の入々に

捧げる贈 り物は，取 りも直 さず救 い主に捧げ

ていることになるからである。



聖餐と誓約

W・ コ ー ル ・タ ラ ム ・ジ ュ ニ ア

聖 餐には瀞 かに席に着いて・キ[以 トの
贈いを記念するパンと水 をいただきなが

ら主のこ とを考えるということ以上の深い意

味が ある と，私は思 う。聖餐は悔い改めに欠

くことのできない要素である。「汝誠に真にへ

りくだ りたる心 と悔いる精神 とを以て，汝の

神に義 しき捧物 となすべ し。汝の……祈 りの

家に行 きてわが聖 日に汝の聖式 を捧 ぐべ し。」

(教義 と聖約59：8-9)

私 たちが積極的に個人の特別な捧げ物を携

えて聖餐に臨むならば，すなわち，救い主 と

自分 とを隔てている自分の弱点を克服 しよう

という謙遜な思いで聖餐 を受けるならば，聖

餐は私たちの生活にあって一層意義深いもの

となるであろ う。

聖餐に関わるすべての事柄は，私たちに主

の腰いに対す る理解 を深め させ るためにある。

聖餐式が初めて定め られた時，救い主は十二

使徒たちに，主の贈いを記念 して聖餐をいた

だ くようにと命 じられた。「わたしを記念す る

噂
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ために， このように行いなさい。」(ル カ22：

19)ま た，ワー ド部や支部 で毎週 日曜 日に祭

司が述べ る聖餐の祝福の言葉に も次のように

ある。「御子のか らだの記念にこれをいただ く

よう……かれらの為に流 したまいし御子の血

の記念にこれをいただ くよう， また御子 を常

に忘れぬことを永遠の父なる神の御前に証明

し……」(教 義 と聖糸勺20：77，79)

では，本当の意味でキ リス トを記念す るに

は どうしたらよいのだろうか。私 たちが救 い

主にさらに近 くなれるよ っ，聖餐は どの よっ

な機会を与えて くれているだろうか。まず私

たちは，聖餐の祈 りの中で言われているキリ

ス トのみ名を受 けるとい う言葉か ら，貝費い主

との個人的な関係 を自覚す る。私たちは教会

に入る時，キ リス トのみ名 を受ける。す なわ

ち，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会貝 と

言われるようになる。しか し， キリス トのみ

名を受けるとい うことには，教会員 と呼ばれ

ること以上の意味がある。なぜ なら，バプテ

スマによって誓約 を交わ したことによって，

私たちは 「キ リス トの子」 とな り， キ リス ト

によって 「精神を新に」されたからである(モ

ーサヤ5：7)
。 キ リス トのほかに救 いを与 え

る名前はない」(モ ーサヤ5：8)。 そ して， こ

のみ名 を受けるにふ さわしい生活 をす る時に，

私たちはキリス トの瞭いの効力をよく理解で

きるようにな り，証 も強 まるのである。

戒め を守る とい う聖餐の約束を進んで守 る

時，私たちの霊は強め られる。行ないによっ

て誓約 を新たにし，決意を再確認することの大

切 さを理解 し始めると，真の意味で，聖餐 を

受けることには，毎週 日曜 日2回 行なわれる

聖餐式にただ出席すればよい というだけでな

く，それ以上のものが要求され ることに気づ

くであろう。聖餐は私たちの生活全般に関わ

る事柄である。しかしこのこ とは驚 くに当た

らない。なぜならば，聖餐によって新 たにす

る誓約は，つ きつめれば 「あなたの全身全霊

を捧物 としてキ リス トに捧げる」ことを要求

しているからである。(オ ムナイ26)。 しか し

これには大変な努力が要 る。そして，これを



■

可能 にするためには次のことを認識する必要

がある。すなわち，聖餐 は完成 という長い道

の りを，私たちが歩みやすいように1週 間ず

つに分け るものである。聖餐は，主が私 たち

の手 を取 り，私 たちの霊 を清め，重荷 を軽 く

し，主の道に導いて下 さるひとつの手段 であ

る。

このよ うに考えると，聖餐は誓約 を交わす

ひ とつの過程，主の購いを思 い起こし，決意

を新 たにす る過程である と言える。ではその

ような機会 を最善のもの とす るには，どうす

ればよいだろうか。この質問に，何か簡単に，

機械 的な答えがあ ると考 えるのは間違いであ

る。 しか し，私 たちの生活に聖餐の影響力 を

強 く及ぼすために，簡単にで きることがいく

つかあるのでそれ らをまとめてみ よう。まず，

主 と誓約 を交わす機会 を与えて くれる聖餐式

に出席す る。また，「御子 を常に忘れぬ」こと

に対 して 「アーメシ」と同意 を表わせ るよう

に，聖餐式前に備 えができるよう十分な努力

を払 う。心を打ち込んでたびたび祈 り，聖句

の意味をよく思いめ ぐらすことは，救い主の

こ とをいつ も思い起こす大 きな助けとなる。

絶 えず神に関わる事柄で 自らを満たそうとし

なければ，霊的な面でイエス ・キリス トのこ

とを常に思い起こすことはで きない。

さらに，.私たちは具体 的な決意をするよう

にしなければならない。効果のある方法 をひ

とつ提案 しよう。 日曜 日の早朝30分 間聖典 を

読み，次の30分 間， これまでに決意 したこと

を祈 りの気持 ちをもって振 り返 り， これから

の7日 間に何をすることを主が 自分に望んで

お られ るか を尋ねるようにす る。主は一度に

何もか もするようには私たちに望んでお られ.

な い。 しか し誠実に耳を傾け るなら，私たち

の心 を開いて下 さり，主が今望 んでおられる

ことを理解 させて下 さる。主か らそのような

導 きを受けた時，あるいは，たとえ初めなか

なか導きを感 じられないようであっても自分

な りにある決心をした時には，聖餐 を受けな

がら具体的に決意 を固めるようにす る。そし

て， このように決意 した事柄 を書 き留めてお

くと，必要な時に取 り出し，その大切 さを再

認識す ることができるであろう。

私 たちが このような方法で，誓約を交わす

ことに真剣に取 り組んだか らといっても，完

成への道が歩みやすいものになるという保証

はない。むしろ逆に，主 と固い約束 を交わし

なが らこれらの約束を完全に履行できない自

分の弱さを痛感 し，落胆 した り，罪の意識 を

感 じた りすることがあるものである。しか し，

落胆 してはならない。む しろ，謙遜になり，

主の贈いと憐みを心か ら感謝す るようにすべ

きである。このようにすれば，聖餐は心に計

り知れない安 らぎをもた らす。そ して，私た

ちに弱点があるにもかかわらず，主は新たな

力を私 たちに与えて下 さるという確信を毎週

主か らいただける.のである。生活の中に主の

貝費いの恵みを生か し， 自分の弱点を克服 しよ

うとする時，救い主を常に忘れないとい うこ

とは精神的な報い以上の ものをもたらすよう

になる。

キリス トに近づこうとする時，私たちはキ

リス トのことを絶えず思 うことによって，キ

リス トの愛 をさらに深 く感 じるようになる。

また，死よ りも強い絆で主 と結ばれるように

なる。 こうして，心に留めるという知的な作

業 として始めたこ とが，みたまの勧めを完全

に受け，救い主 と完全に一致することのでき

る力となるのである。

17
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まつ

マ ー ラは ね こ ろんで,松 め えだ の
あいだ くも み

間か ら,わ たの ような雲 を見あげ ま

した。
かえ じ かん

｢マ ー ラ
,お い で帰 る時 間 だ よ。｣

とう

テ ン トの くい をぬ きな が ら,お 父 さ
よ

んが 呼 び ま した。

｢あ と5分 だけ
,ね え,お ねが い!｣

｢ね え
,お ね が い!｣マ ー ラは も

いち ど

う一度 たの み ま した。
とう

｢わ か った よ
。 お 父 さん もそ こに

い

行 っ て い い か い 。｣

き とう

｢え え
,来 て もい いわ。｣お 父 さん

もマ ー ラの とな りにね ころび ま した 。
なに み
｢何 を見 て るん だ い

。｣
いう まつ あお そら

｢み ど り色 の松 と
,青 い空 に うか

しろ くも な

んでいる白い雲,そ れに鳴 きなが ら
ご とり

とん で い る 小 鳥 。｣

｢き せ きだ ね
。｣

｢き せ き っ て
,な に?｣

み
｢そ うだね

,ま わ りを見て ご らん 。

べ つ べつ の ものが ひ とつ に な って,
おお せ かい

大 きな世 界 をつ くって い るだ ろ う。｣
あお そら しろ

マー ラは,青 い空 に うか んだ 白い
ふね くも かんが

船 の ような雲 をみ なが ら考 え ま した。

｢た しか に きせ きだ わ
。 ほ ん とう

にす ば ら しい きせ き。｣
せかいじゅう いちばん
｢世 界中で一番すば らしいきせ き

おも とう

って なん だ と思 う?｣お 父 さんは た

22

ず ね ま した 。
そら ひろ
｢空 で しょ う

,と て も広 くて,い

つ もす が た をか えて い るわ。 き ょう
あお しろ はいいろ ひ

は青いけれ ども,白 や灰色の 日だっ
ゆき あめ

であるで しょう。雪や雨をふ らせ る
よる ほし ひか

こともある し,夜 には星が光 るか ら。｣
てん

｢だ け ど
,い ちばんす ば ら しい天

とう

のお 父 さ まの きせ きか な?｣

｢わ か らな い
。｣
に

｢そ れ じゃあ
,荷 づ く りを しなが

かんが こた はな

ら考 えて,答 えが わか った ら また話

そ う。｣
いえ とう

家 につ い てか ら も,マ ー ラは お父
はな

さん と話 した ことをわすれ ませ んで
まい にち が っこ う い か え

した。 毎 日,学 校 の行 き帰 りに きせ

き をさが しま した。.どれ もこれ もき
おも

せ きの ように思 えます。で もいちば
み

んすば らしいきせ きを見つ けるこ と

はで きませんで した。
ひ ご は あか いろ

あ る 日,マ ー ラは 木の葉 が 赤 く色

づ い てい るの に気 づ きま した。マ ー
おお いえ かえ

ラは大いそ ぎで家へかけて帰 りまし

た。
かあ かあ
｢お 母 さん

,お 母 さん。 い ちばん

す ば らしい きせ きが な んだ か わか っ
とう だいどころ

た。お 父 さん は どこ。｣マ ー ラ は台所
おおごえ さけ

に と･びこむ と大 声 で叫 び ま した。
にわ かあ ごた

｢う ら庭 です よ
。｣お 母 さんが 答 え
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そら き せっ

んめいに さが しました。空や季節 よ

りもすば らしい きせ きがなんなのか 畠
し

知 りた くて た ま りませ ん で した。

｢じ ゃ ま しな いで ,ス ノー イ。｣マ
あし い

一 ラは足 に まつ わ りつ くね こに言 い

ま した。

｢わ た しは
,い ちば んす ば ら しい

きせ きを さが して い るの。｣そ の とき,
お

マ ー ラはス ノー イが な にか を教 え よ
き

う として い るこ とに気づ き ま した。
い

そ こで ス ノー イの あ とにつ いて行 き

ま した 。
　 つ

｢ま あ ,ズ ノー イ。子 ね こ を生 ん
ひき こ

だ のね 。5匹 の子 ね こ。み んな ス ノ

ー イに そ っ く りよ
。｣

とき とう い え

ちょうどその時,お 父 さんが家か
で き とう み

ら出て来 ま した。｢お 父 さん,見 て。

これが きせ きで し ょう。｣
とう こ

お 父 さん は,か が み こん で,子 ね
み う

こを見つ め ました 。｢生 まれ るこ とも

す ば ら しい きせ きだね 。 で も,も っ

とす ば ら しい ものが あ るんだ よ。｣
う

｢生 まれ るこ とよ りもす ば ら しい
'

お とうと

きせ きが あ るの?弟 の ジ ェ イソ シ'
う

が生 まれ た ときの こ とを,わ た しお

ぼ えて い る わ。 それ までい なか っ た
ひ

ジ ェ イ ソ ン が,つ ぎ の 日に は い た で

し ょ つ。｣

24

｢そ う
。 た しか に そ う だ ね 。で も, ､.

そ れ だ け で は な い 。 もっ とす ば ら し

い こ とが あ るん だ 。｣

そ の と き,と つ ぜ ん マ ー ラ は･｢わ .'
さけ

か った｣と 叫び ま した。
う えいえ ん 　い

｢生 まれ るだ け で な く
,永 遠 に 生 ゴ

きる こ とで し ょう｣
とお

｢そ の通 りだ
。 い ちば んす ば らし

い きせ きが わか ったね 。｣

マ ー ラの ひ とみ は キ ラキ ラか がや
てん とう

きま した。｢わ た した ちは,天 のお 父

さまの 子 ど もで し ょ う。｣
とう

｢そ れ だ よ。｣お 父 さんはマ ー ラ を 』
　い

だ きよせ て言 い ました。.｢マー ラ とジ

ェイ ソ ンが わた した ちめ子 どもで あ
かみ

るように,わ た したちはみんな神さ
こ とう かあ

まの子 どもなんだ。お父さんやお母
す

さん と.住んで い る よ うに,マ ー ラは 』
かみ

かつて神 さまのそばにいたんだよ1
いち ど かみ

そ して,わ た した ちほ もう丁度 神 さ･
せい かつ ノ

まの もとで,み ん な い っ し ょに生 活

で きる。 これが い ちばんす ば らしい .

きせ きだ よ。｣

マ ー ラ.はとて もしあ わせ で した。

マ ー ラは今 まで い ちば んす ば らしい｢'
ち ゅう ゆ ら

きせ きを さが す こ とに む 中で したが,
いま し

今 は,は じめ か らそれ を知 っ て いた'
さ も

よ.うなふ しぎな気持 ちが しています。
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世界 の子供 た ちの証
いの おし とう かあ かんしゃ

わた しは,お 祈 りの しかたを教 えて くれたお 父さん とお母 さんに感謝
わたし いの てん とう はな

しています。私 はお祈 りによって,天 のお父さま と話すこ どができるこ
し

とを知 ったか らです 。
にし

…… ア ミイ･ア ロフィポ(西 サモ ア
,ア ピア)

なつやす い やま のぼ かえ と

ぼ くは 夏休 み にお じい さんの とこ ろへ 行 き,山 に登 りま した。 帰 る途
ちゅうみち まよ

中道 に迷 って し まい ま した 。ぼ くは とて もお そ ろ し くな りま したが,そ

のとき欝 襟 厳 わったお糊 の.ことを憲い臨 ました.耕 嚥 拐
め あ め まえ こ

て 目を開 け る と,目 の前 に小 み ちが あ りま した。
ふじわらの りゆき に ほん と や ま し ぶ

……藤原則之(日 本,富 山支部)

おんな こ みず なか はい い ひとびと こ

女の子はあたたかい水の中に入って行 きました。 人々は じっとその子
み おんな こ いま し

を見て い ます。 女 の子 は今 か らす ば ら しい こ とが お こ るこ とを知 っ て い･
ちょうろう おんな こ みず なか しず

ました。長老の うで をつかむ と,女 の子は水の 中へ沈め られ ました。 ま
なか かん みず なか で

るで あわ の 中に い る よ うに感 じま した。 それか ら また,水 の 中か ら出て
おんな ご ようふく き おんな こ

きました。女の子は洋服 を着がえ,か み をとか しま した。 その女の子 と
わたし

は,私 の こ とで す 。.

… … ジジ･ミ ー ド(カ ナ ダ
,ア ルバ ー タ,カ ルガ リー)

しょと うきょうかい せんせ い とも つ い

ぼ くは初等協会の先生か ら友だ ちを連れて くるように言われました6
かあ はな きんじょ こ ども

ぼ くはその ことをお母 さんに話 し,近 所の子供 たちをさそうこ とに しま
かあ しょ とう きょうかい い

した。マ ー クの お母 さんは,マ ー クに いつ で も初 等協 会 に行 って よ い と'
い てん とう しょ とうきょ うかい コ とも み

言いました。天のお父 さまは初等協会 につれて い く友だちを見つ けるこ
たす くだ か ぞ く

とが で き る よ うにぼ くを助 け て下 さη･,ぼ くた ち家族 は とて もしあわせ

です 。

……ジオーグ･ボ ン･オ ールメン(ス イス,バ セル)

せんせい がっこう とも きょうかい おし はな

ぼ くは先生 と学校 の友だちに教会の教 えにつ いて話す ことができまし
しょとう きょうかい にち ようが っこ う べん き ょう

た。ぼ くは初等協会や 日曜学校 でそのこ とを勉強 したので,そ うす るこ

とが できるようになったのです。
ゴ

… … ル ー カ ス･メ トラ ー(ス イ ス ♪.
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ジ ャン グル の なか まが あ らわ れ ます よ。 キ ヤ ロ ル･コ ナ ー
.'
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新しい系図プ日グラム

チャーチ・ニューズ記者

リンネ・ホルスタイン

現在詮世界の神殿地区て・神殿の儀式を
施すために記録の中から人名を抄出する

新しいプロクラムか早急に推し進められよう

としている。また，この抄出プロクラムと並

行して，4代の系図表と家族の記録を完成し

て系図部に提出するよう全教会員に勧める，

4代家族の記録プロクラムも続行されること

になっている。

スペンサー・W・キンホール大管長は，4

月の総大会て，これら2つのプロクラムの重

ひとり

十

4時間

80人の名前

望鰯帰蹴言唇}趣

艶麟

80人の

エンダウメント

壱
ぞ'瑠歯鳳ひ.

ぎ

恩
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要性を次のように語った。「今後，2つ の大切

な系図プログラムが強調されることにな りま

す。……

私たちは4代 家族の記録プログラムの重要

性 をここで再び強調 し， このプログラムに関

す る責任 を個 人と家族の双肩に直接課 したい

と思います。また，できれば，4代 以上さか

のぼって系図表 を作成す るようにします。

次に，系図記録か ら人名を抄出するプログ

ラムが，世界的に進められることになってい

ます。教会員は2マ イル行 く精神 をもって，

こ.の抄出プログラムに従事 し，奉仕す るよう

にして下 さい。このプログラムは，地元の神

権指導者が管理 し，運営 します。」

キンボール大管長はまた，すべての教会員

に，個人の歴 史を書 き，家族の組織化 を行な

うように勧めている。

また， この入名抄出プ ログラムは，昨年ユ

タ州セン トジ ョージで試験的に実施 された。

そして現在，全ステーキ部への導入が進め ら

れている。教会系図部の発表によると，この

プログラムは今後全世界の多 くのステーキ部

で実施され，全神殿地区の会員がそれぞれの

神殿で儀式を行なうに必要 な名前 を提出でき

るようにするということである。

例 えば，セ ン トジョージ神殿地区内のステ

ーキ部で
，1年 間に25万 人の死者のエ ンダウ

メン トを行なうとする。そのためには，4代

家族の記録プログラムと人名抄 出プログラム

の両方で，1年 間に25万 人の名前の提出がな

ければならない。

また，七十人第一定貝会会長であ り，.教会

系図部の管理部長 を務めるJ・ トーマス ・フ

ァイアンズ長老が語 っているように，すべて

の末 日聖徒の家族は，正確な4代 の系図表 と

30

家族の記録 を提出す る責任を負っている。系

図表 を提 出す る会貝は，それが正確 であるか

どうか調べ， また全貝の神殿儀式が終わって

いるか どうか確認すべ きである。そ して，儀

式が まだ終わっていなければ，その名前を規

定の記入フォームに記載して系図部に提出す る。

儀式 を終えた人の名前は，エンダウメン ト

や結び固めの執行 された日イ寸と共に，「コンピ

ュー ター ・ファイル索引(CFI)」 に記録 され

ることになっている。

ファイア ンズ長老は次のように語っている。

「4代 の系図表 を完成した人は
，一応 自分の

義務 を果 たしたこ とにな ります。 しか し，で

きればさらにさかのぼって家系をた どる とよ

いでしょう。」

4代 以上さかのぼって探求することは，家

族史を作成す る上 でも，先祖 を見いだす上で

も非常に役立つであろう。

また，人名抄出プログラムは記録 の残って

いるすべての先祖に神殿の祝福 をもたらす手

段 として有効であると，ファイアンズ長老は

語る。

「マイクロフィルムに収め られたおびただ

しい記録から，死者の名前 とその他 関連す る

系図資料 を抄 出しようとい うのが このプログ

ラムです。」

この人名抄出プログラムは今後世界各地で

実施 され，おびただ しい数の名前が引 き出さ

れることになる。そ して，4代 以上 さかのぼ

って先祖の名前を知 る手段 として利用される

ことだろっ。

また，ファイアンズ長老は次の ように も語

ってい.る。

「このプログラムは，探求の重複 と，神殿

儀式の重複 を避けるのに役立つでしょう。



すべての人は同 じ先祖 を持 ち，親族関係に

あ ります。この人名抄出プログラムは，会員

が一致協 力して死者の贈 いという偉大な業に

携わることができるように組織的な方法 を提

供するものです。」

この抄 出プログラムに携わる人は，マ イク

ロフィルムを調べ， 自分 の家系に属する人の

名前だけでな く，マイクロフ ィルムに出てい

る名前 をすべ て抄出す ることになる。自分の

先祖 にとどまらず， 多 くの人々の名前を記録

か ら取 り出す のである。このように，互いに

協力し合 って系図の仕事 を進めるのが， この

プログラムの特徴である。

入名抄 出プログラムを実施するステーキ部

は， ソル トレー ク ・シティ.一の系図部 または

地元の系図機関か らフィルムを入手す る。

多 くのステーキ部で，今年 このプログラム

が開始され，エンダウメン トの儀式 を施す死

者の名前が抄出プログラムによって提供 され

ることになる。

また，人名抄出プ ログラム を実施するにあ

たっては，そのための設備 と， この仕事 をこ

なす技術を持 った多くの人々が必要 である。

従 って，当初は系図図書館分館のある地域で

実施 されることになる。 しか し 「やがて，す

べての図書館で行なわれることになるでしょ

う」『ど，系図部 のヒュージ兄弟は語 った。

地元の指導者の判.断により，幾つかのステ

ーキ部が協力 してプログラムを実施するこ と

も可能である。

また，総大会時に地区代表全貝に， このプ

ログラムの開始方法について指導が与 えられ

ている。従って， このプログラ.ムを開始 しよ

うとするステー一キ部は，地 区代表 を通 して指.

示 を受ける。

何人の人名抄出係を召すかは，ステーキ部

長が決め る。 また，神権指導者は，このプロ

グラムを開始する前に，系図部 とすべての必

要な調整 を図 るようにしなければならない。

このプ ログラムによって来年度何人の名前

を抄出す るか，今から計画す るの.は早過 ぎる

か もしれない。しかし，神殿儀式に必要 な名

前の抄出 を順調に行 なうためには，今から計

画することが必要である。

「昨年度
，マイクロフィルムに収めた名前

は1億 以上にのぼ ります。けれども，その内

でエンダウメン トの儀式が執行されたのは，

355万5千 人に過 ぎません。記録にはた くさん

の名前があ りますが，名前を抄出し，必要な

手続 きを取 るまでは儀式が施せ ないのです。

ですか ら，私 たちはた くさんの名前を記録か

ら抄 出しなければなりません。」 ヒュージ兄弟

はこの ように語った。

人名抄 出プログラムを開始 して，各ステー

キ部の系図宣教師たちが，神殿儀式のために

必要な名前を記録か ら取 り出す作業 を迅速に

行 なうならば，記録上の名前は順調に消化 さ

れるであろう。

この新 しいプログラムによると，ステー キ

部系図宣教師は，1時 間あた り平均20人 ，4

時間にして80人 の名前 を抄出す ることができ

る。そうす ると，80名 のエンダウメン トの儀

式ができる。つ ま..り，一 人が4時 間働けば，

80人 のために働 く計算になる。

「これは非常に素晴らしいプログラムです
。」

ファイアンズ長老は語る。「系図 と神殿のみ業

が開始 されて以来，何度かプログラムに大き

な変更が加えられてきましたが，.今 回の変更

も極めて大 きな ものです。」
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今も奇跡が?

毎月証会で述べられている奇跡

シ エ イ ・A・ ヘ リ ー

一 の神権時代に紅海がふたつに分けられた
一
という話はない。少ないパンと魚 で5千

人が満腹 したという話 も聞かない。 しか し，

ウィルフォー ド・ウッ ドラフの伝道に応えて

何千人 ものイギ リス人が教会に改宗 している。

また，御父 と御子がニュー ヨー ク州の森 を訪

れたもうた。

神は必要 な時に，その時代に即 した大 きな

奇跡を現わされる。

それ とは別に，ひそかで目立たない個人や

ほんの数人だけに影響 を及ぼす聖霊の働 きが，

どの神権時代に も共通 して存在する。 どの時

代の聖徒 たちも，みたまによる特別な経験 を

得ている。癒 しや予言，祈 りに対する答え，

みたまによる識別，生活の転換，夢 など， こ

れは実に奇跡である。今か ら1500年 も昔にモ

ロナイがこう語ったように。「私は奇蹟 を行い

たもう神をあなたたち1三教 えよう。……

イエス ・キ リス トが大 きな奇蹟 を数 多く行

いたまわなかったと言える、者が一人でもあろ

うか。使徒たちも大 きな奇蹟 を数 多く行った。

もしもその時神が奇蹟 を行いたもうたなら

ば， どうして神が変 ることなしに奇蹟 を行 う

ことを止めたもうであろうか。よ く言ってお

く。神は変 りたもうことはない。変 りたもう

ことがあれば，神は神である資格がな くなる

けれども，神は神である資格 を失わずに現 に

奇蹟を行 う神にまします。」(モ ルモン9：11，

18-19)

現在 の奇蹟はそのほ とん どが個 入に関連 し

たもので， その人の胸にしまわれるか，せ い

ぜい家族か理解 して くれる少数の友人に話す

くらいである。しかし時には，感謝 と信仰 の

表現 として，断食証会でそれが話されること

がある。

証会 ではたいていそのような話が幾つか語

られる。その話 を集めれば，現代の教会にお

ける奇跡が感動的に描 き出され ることだろっ。

実際，みたまによる経験は現在の聖徒たちに

とって決 して珍 しいことではな く， その恵み

にあずか らないのは 「無信仰に陥って正 しい

道を離れ，その信頼する神 を知 らな く」(モ ル

モン9：20)な った人々だけである。

私たちは奇跡の話を聞 くと信仰が強められ

る。奇跡は，神が私たちを愛 し，私 たちを心

にかけ，必要な時直接に私 たちの生活に影響

を及ぼ して下 さることを証するものである。

一番よ く見られる奇跡は，霊感であろう。

先 日ある若い兄弟が，霊感によって家族が祝

福された経験 を証していた。「父 と祖 父と3人

でイエロース トー ン公 園に行った帰 りに， ガ

ソリンスタン ドに立ち寄ってひ と休み しまし

た。祖父はかなりの年 で目が悪 く，ガソリン

スタン ドか ら出て くる時にガラス戸にぶつか
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へ

・てしまいました・開いて・嚇 …曝蓼 鋤 「

すrそ のため腕を深 く切 りました魂 ぐこで私

たちは止血 をしなが ら病院に急 ぎまじた。・

.病院に着 くと，父から，だれ参末日聖徒のこ

長老がいないかどつか醸 婦に御}て みうむ

うに言われまし々嵐だれかに乎捧：ってもら?・

て祖父に祝福をしたかったのです6け れども

看護婦は，末日聖徒はいない1と.矯う奉事でレ.、.

た6・その時ひとりの 人が近惑 ごマ爵℃ ∴1稗1

大祭司です・お手伝いでき蛇 興 言瀬 やず・、

その方は父ζ一緒に祝箪躯 蘇 ・轡 焔.

とすぐに帰ろうとしました。膣 為で私はその

方を引き止め，『だれかをお見舞いにいらっし

ゃったのでしょう。私たちのためにすみませ・

んでした』と言一うと，』その方はこう言いまし

た包

『い吟え，知 っている人がいるわけ じゃな

いんです。』

『じ.やあ，どこにい らっしゃるところだっ

々のですカ㌔・.
・『近 .くを車が通っていて， ここに来なけれ

ば， とい ラ気持 ちが急にしたんですよ。』」

一.ま、た1あ る祭司の話である。「私は きあ う，

外惇 φ修翠 していました・すると突然 『車
.の下ヵ：率出タさい』と言われたような気がし

、たの で，、』』車 の下か らはい出ました。その途端

に，車体 を支 えていた台がはずれて車が落ち

て きたんです5そ のままだった ら下敷 きにな

・っていた と思います
。私 を見守つて下 さる天

父に本当に感謝 してい ます。」

鐙



またある人はこう語った。｢私 はこの教会が

真実の教会であることを知 っています。イエ

ス･キ リス トは生きていらっしゃいます。ま

た,神 様 も生きていらっしゃり,私 たちを愛

して下さってい ます。ジョセブ･ス ミスは確

かに予言者です。自分の気持ちだけでそう思

うのではあ りません。神様がそのように啓示

して下さったのです。｣

霊 感の奇跡に似ていて珍 しくないのが,み

たまの助けにより福音の原則に対する新たな

理解 と洞察を得 ることである。癌 に冒された

息子 を持つある姉妹はこう証している。｢こ の

たび幼い トーマスのことで,私 は信仰 とはど

んなものかよく教えられました。信仰はただ

感 じるものではなく,生 活その ものです。 こ

のことを教 えて下さった天のお父様に感謝 し

てお ります。｣

人生の試練に遭遇 してみたまの力を感 じた

この姉妹 と同じように,多 くの聖徒たちが祈

りに答えられ,主 の助けを受けている。

1歳 半のよちよち歩 きの子供を持つひ とり

の母親は,あ る恐ろしい経験 をしたこと･につ

いて語っている。その子供は浴室に入 って行

くと,間 もな く大声で泣き出した。｢急 いでか

けつけた私は,す っか りあわててしま吟まし

た。子供が浴槽に落 ちて頭をぶつけたのです。

打った所が青黒 くなって,は れ上がってきま

した。

私は半狂乱でロニーを抱き上げ,寝 室に運

び,ベ ッ ドに寝かせ ました。その時の私にで

きることはお祈 りだけでした。私はベ ッドの

わきにひざまず きました。そ して祈 り始める
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と間 もな く，心が とて も穏やかにな りました。

そ うして祈 り終わると，ロニーの頭のはれ

はひけ，患部の変色 もほとんど直っていまし

た。

主は癒 し以外にも，私たちの祈 りに奇跡 を

もって答えて下 さる。例えば，主は私たちに

祝福 を与えて下 さった と思 うことが しば しば

ある。ある姉妹は証会でこのように話 した。

「ロジャーを伝道に送 り出すためには
，生

活を変えて伝道資金 を準備 しなければだめだ

と思いました。でも，腰 を落ち着けて予算 を

立て直 してみると，生活必需品さえままな ら

ないよっな状態でした。私 たちは心配 してそ

のことをお祈 りしました。主 を信頼して，何

としてでもロジャーに送金するつ もりでした

が， どんな方法でしたらよいかがわか らなか

ったのです。

ところが， ロジャーが出発す る前 日に，主

人が上役か ら部屋に呼ばれ ました。給料 を上

げて下 さるとい う話で，紙に昇給分の金額を

書いて渡されましたが，驚いたことに， その額

はロジャーの伝道の経費 と丁度同じで した。」

天父はいろいろな方法で私 たちを助けて下

さる。.イエスは言われた。「信 じる者には，こ

のようなしるしが伴 う。すなわち彼 らはわた

しの名で……病人に手 をおけば，いやされる。」

(マル コ16：17-18)回 復 されたこの教会に

特に著 しい奇跡は病人の癒 しで，断食証会で

はよ くその証 を聞 く。

ある年輩の兄弟がこう語った。「私は気腫の

持病がひどくて，半丁 も歩 くと息切れがする

状態で した、 ところが数ヵ月前に，神殿の結

び固め執行者に召されたのです。私は非常に

心配で した。神殿では階段 を上 らなければな

らないのに，それができなかったか らです。

しか しその責任に任命 された時， その仕事 を

果たすに必要な健康 も祝福 していただきまし

た。兄弟姉妹，その祝福が本 当になったので

す。しかも神殿の中だけではあ.りません。き

の っはテニスの試合 をしましたが，終わって

か ら息切れさえしませんで した。すっか り健

康にな りました。」

主は不思議な方法で聖徒たちに教えと慰め

を与えて下 さる。夫の横暴な態度が原因で夫

婦仲がよ くなかったひとりの姉妹 は，ある夢

を見て自分 のかた くなな気持 ちをほ ぐされた。

「もの柔 らかでや さしげな女の人がや って き

て，愛し続け，辛抱しなさい，アー ノル ドは

良レ〕人です，今 に変わりますよと言 うのです。

私はその夢が、忘れ られず，何 日も思い出して

いました。あの女の人はだれか しら，なぜあ

のようなこ とを言ったのか しらと不思議で し

た。 ところがそれから間もないある日，系図

の資料にす るためにずっと前か ら頼んであっ

たアー ノル ドの先祖の写真が届 きました。そ

の中にアー ノル ドのお母 さんの写真があ りま

した。アー ノル ドが7歳 の時に亡 くなったの

で，ほとんど記憶にないお母 さんでした。で

もお母 さんの方はアー ノル ドをよ く知ってい

たのです。夢に見た女の人は，そのお母 さん

だったのです。」

この夢の ように，現世 と来世 を隔てる幕が

時々引かれて，教会貝が幕のかなたの人々 と

交わる祝福 もある。「私の祖父は祖母 と57年 連

れ添 ったあ と，他 界しました。私は葬式のす

ぐ後に祖母 を見舞 った時，『お じいさんはおば

あさんの所によく来ますか』 と尋ねました。

す ると祖母はにこやかに，『どうしてわかる

の』 と言 うのです。祖父はよく祖 母 の 所へ

来るそ うで，2日 前の経験 を私たちに話 して

くれ ました。祖母が祈 りを終えてベ ッ ドに入

り，祖父のことを考えていると，祖父がベ ッ

ドのそばに現われ ました。その時祖母は祖父

に，『私 も連れて行って下 さい』 と言ったそう

です。

で も祖父は首 を横に振 って寂 しそ うにほほ

えみながら，『まだだよ。ルビー』と言いまし

た。祖父はそれから少 し話をして去 って行き

ました。1

で も，それか ら間 もなく祖母は祖父の所へ
.行 く
ことにな りました。祖毎は病 院に入院し，

この世 を去ったのです。祖母が亡 くなったの
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は悲しいζとです。でも〉愛する人の所へ.あ

んなに行 きたがっていた祖母 を無理に引 き留.

め るこ とはで きませ.んでした。⊥

また，悔い改めは，救い主の贈罪によって

可能にな.った奇跡である。ある青年がこう証

した。「ぼ くはいろいろなことで両親 を.悲しま

せたと思います。 また自分 自身も苦 しむこと

にな りま1した。罪悪は幸福 を生 じない.とい う

ことがわか らなか ったのですφ高校卒業後，

ぼ くは家 を出て，酒 や タバ コを始め，幻覚剤.

に も少 し手を出 しました。 自分では満足だ と

考えていたのですが，今思 うと，本当にみ じ.

めな姿だったと思 います。...

そん なある時，ふ と自.分を振 り返っ.て考 え

ました。『今のぼくを両親が見たらどうだろう。

両親は どう思 うだろう。』.と。

その時か らぼ くの生活は変わ り始め ました。

自分は少しも幸せ ではないことを知 ったので

す。新 しく良い友達 と，理解ある 監督.乙 聖

霊の助けがなければ変 われなかっ.たと思い.ま

す。私はそ う.いう人々に助け られて悔い改め

ができました。今では， 自分がどんなに不幸

だったカ㍉ よ くわか ります。悔 い改め と義 し

い生活が幸福 をもたらすこ とを証 します。主

がいつ もそばにいて，私 却ちに用意があ.るな

ら生活 を変えるように助けて下 さるこ とを，

私は自分の経験か らよ く知 っていますδ」

私たちの教会は実に奇跡の教会であ る。.断

食証会の日曜日にそのし.るしを見，聖徒たち

の霊的な経験によって私たちの信仰が強め ら

れる。その上，心の中に数々の経験が蓄 えら

れる。(ル カ2：19参 照)

「私の愛する兄弟たちよ
。……キ リス トが，

……この世 を去 りた もうたからと言って奇蹟

信果.して止んだのであるか。」.モルモンはこう

問 うてか ら，次の ように自答 して.いる。「よく.

言 づてお く，そうではない。奇蹟に信仰に よ

って行 われ，……それであるか ら， もしこの

ようなものが終 ってすでに無 い時が くるなら

ば，それは不信仰の結果であってすべては空

しいから世の人はまことに禍 である。.
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租 の 愛す為兄弟たちよ。私はあなたたちが

.この恐ろ.しい有様 にろると信思わない。か え

って.，あなた.たちの柔和である有様を見てあ

なたたちがキリス トを信 じていると思 う。」(モ

ロナイ7：：27，37，.39)

「あ.な.たがたは，..そo実 に.ホって彼 らを見

わけるであろ.う」と.救い主1ホ言われたが，.1970

年 代 の，また他の時代g)末 目聖徒はその信仰

の実 をつけて いる。畢的な.緯験や奇跡が，毎

月世 界各地の教会g)誕 会で語 られているりで

ある⇔実にそれは，主が末 日の啓示り中で言

われた.通りであるρ「然 り，その足シ.オ.≧の地こうふく
の上に立ちて，わが福音に従ヤ・屠る者」ま幸福

なるか な6.そ の者は.……天 より.祝福 をもて冠

を受 くべ く， また誠に少か ちざる誠命 とその

時々に関する啓示..とを与えらるるなり。」(教

義 と聖約59：3-4)

醒 『

講 ：甥 饗塁

鱗 曝1…1ざ：護1紅灘
隙



断 食

喜びの賜

シ エ リル ・コ ンデ ィー ・ケ ンプ トン

断 食は私にと・て決 して従いやすい福音の
原則ではあ りませ ん。けれ ども私は，定

め られた方法で断食をきちんと行 なお うと1

年 前に，決心 しました。心 を新たにした私は，

なんとかして断食をもっと意義あるものに し

ようと思いました。 もっと主に受け入れ られ

る， そして自分の霊性 をもっと高めるものに

したいと思 ったのです。

断食 日曜 日がや って きました。私は土曜 日

の午後か ら日曜 日の午後の断食証会が終わる

まで断食 しようと思い ましたが，土曜 日の夕

方に軽食が出る会合に出席す る予定があ りま

した。そこで，計画 を変えて，土曜 日の夜か

ら日曜 日の夜までにしました。

翌朝にな りました。あわただしい雰囲気の

中で3人 の小 さい子供たちに食事 をさせ， 日

曜学校の支度 をさせているうちに，私 はつい

断食のこと.を忘れて，指先についたはちみつ

をなめ，パ ンの残 りを口に運んでしまいま し

た。それに気づいた時，私 はがっか りし， そ

の日の断食はあきらめてしまい ました。

断食をしなか った償いとしてその週の うち

にいつか断食をしようと思いましたが，結局

その週はおろか，月内にも断食はできませ ん

で した。そのうち，次の断食日曜 日が近づ い

てきました。

この時はいつ もと少 し違っていました。ス

ペンサー ・W・ キンボール大管長の要請で，

一部の地方の異常寒波や豪雪
，あるいはかん

ばつな どの天候のことをお祈 りす る断食日だ

ったのです。自分 も数百万の教会員と一緒に

神の予言者の指示 に従 って断食をしているの

だ と考えると，心が躍るようで，断食をする

励みにな りました。

ところが，ただ24時 間飲食物を取 らなかっ

た とい っことだけで，心の満足は得られませ

んでした。いつ もの日曜 日と大して変わらな

かったからです。断食が大切ならばいつ もと

違って もよいはずなのにと思いました。で も

断食が大切 なことはわか っていますか ら， き

っと自分の断食の仕方が間違 っているに違い

ないという結論 を下 しました。

そこで私は，断食の原則 と方法について聖

典 を勉強す ることにしました。

それから，聖典 を読むの と並行 して，現代

の予言者たちか ら出されている断食の指示 を

読みました。はっき りと言われているのは，

2食 続けて飲食物を取 らず，断食証会に出席

し，惜 しみな く断食献金 を納めるのが断食 日

を正 しく守 ることだ ということでした。

その ことを知 って，正 しく断食したいとい

う気持 ちを強 くした私は，学んだ言葉 を試 し

てみる用意ができました。私は断食の律法を

理解 し， この律法を文字通 り守れるというこ
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とを知 っていました。 しか し，本当に私たち

の生活を変 えるのは律法の精神 です。私は断

食の精神 を身につけ るために，次の5つ のこ

とに特に気 を配ることに しました。

1.神 と隣人に対す る愛の精神

最 も大切なこの 目標 を達成するためには，

いつ も注意 を払い，努力する必要があ ります。

時によっては人を愛することは容易ではあ り

ません。そればか りでな く，愛そうとい う気

持ちがなかなか感 じられないことさえあ りま

す。 また，神 に対す る自分の愛を考えると，

自分の愛が貧弱で乏 しいことを感 じて悩むば

か りです。

2.犠 牲 と奉仕の精神

断食献金 を納めることはこの精神のひとつ

の表われです。 自分の証 を人々に話すの もそ

うです。 自分が受けている豊かな祝福 を，機

会を見つけて周囲の人々に分かつことが大切

です。私は，本当の犠牲 とはどういうものか

わかっていないと感 じることが時々あ ります。

3.聖 徒間の兄弟愛 とフェローシ ップの精神

断食 した時に，教会員 との一致 を感 じ， そ

の一致によって力づけ られることは大きな喜

びです。

4.神 との交わ りの精神

月に1日 ，気を散 らされずに(た だ し，3

人の子供は別です。まだ小さ くて私に協力で

きません)， 「ひたす ら神 の栄光 を仰 ぎ見て」，

神の宮なる体 を清め，心 を清める良い機会が

与えられています。

5.自 制の精神

私に とって断食の実践は， 自分の心 を主の

み こころに従わせて霊の力を強め， 自分の体

を訓練 し，主のみ旨に添わない行 ないと思い

を悔 い改めようとする一種の謙孫さの表明で

す。

私はこれ らのことをよく考えて断食 しまし

た。最初，それまで 自分 の悩 みの種 となって

いたある誘惑について， それに耐えられるよ

うに断食し祈 りました。その結果はまるで奇

跡で した。誘惑に耐えられただけでな く，そ
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れが誘惑 でな くなって しまったのです。罪を

犯さずにすんだ上 に，そのようなことをす る

気持 ちが消えたのでした。そのように，祝福

は直 ちに私に与えられたのでした。

それか ら1ヵ 月 と経たない内に，私は 自分

の成長のためにまた断食をしなければと考え

ました。 その時は，それまで決心 しかねてい

たある事柄について断食 し祈 りました。 どち

らを取るか，優劣をつけ られず，何週間 も迷

っていた問題 でした。 ところが断食 をして祈

った後， 自分 のなすべきことが急にわかって，

それが最善の選択か どうか と悩 むことがな く

なったのです。

私 は断食をした後， どんな食物が 自分によ

いかはっ きりとわか りました。何だか 自分の

体が前 より聖 くなったように思われて，体に

悪い物や不要 な物は食べ たくないという気持

ちになりました。断食のおかげで，私たちの

体の栄養 になる食べ物が何で，健康 を損 うも

のが何か ということがわか ったような気 もし

ます。

頭がす っきりして回転が早 くなったように

も思 いました。神殿に行 く時には，ひとつの

目的に集 中す る力が増 しました。断食をす る

と体力が衰えるように感 じますが，そのあ と

で能率 よく仕事ができ，持久力が増 した よう

に思います。

また，夫や子供たちに対 してや さしい気持

ちになり，愛 と思いや りが増すのを感 じまし

た。聖餐会で 目に涙することが多 くな り，聖

餐会を感謝する気持 ちが強 くなりました。会

そのものは前 と違わない と思 いますが，私の

心が霊的な感受性を増 したせ いで しょう。

断食をした結果受けた もうひとつの大切 な

祝福 は，悪い力や誘惑 を感知する能力が増 し，

無意識の内にその ような誘惑 を避け るように

なったことです。

主が望 んでおられるような断食をしようと

努力を始めてから， 断食の助けになることを

幾つか発見しました。その内の幾つかを次に

あげてみ ます。



1.家 族が一緒に断食す る

神権者の模範か ら力 と励ましを得て，互 い

に支え合 って下 さい。飲食物 を断つ ことが無

理な年齢の子供 もほかのことで参加 できます。

例えば，祈 り，聖典 を読み，歌い，祝福 を数

えあげ， 人々に奉仕することができます。

2.人 々に奉仕 し，犠牲 を払 う具体的な計画

を立てる

いつ も惜 しみな く断食献金 を納め， また主

のみこころにかな う奉仕 としてほかにどのよ

うなものがあるかを主に伺 う。

3.よ く準備 を整え，体 を動かす ことを最小

限に とどめる。

そのために私は，子供の服や 食べ物 を前 も

って用意 しています。また，土曜 日の断食 を

始め る前に， 日曜日にふさわ しい生活のでき

る準備をするように努めてい ます。'

4.よ く準備 を整え，い らだつ ことのないよ

うにしてお く。

急がせな くてよいように，教会の集会には

充分な時間の余裕 をもって出かけます。

5.熱 心に祈 る時間を持つ

3人 の小さな子供がいて何か と気 を配 らな

ければな りませんが，時に応 じて，家族全員

で祈 った り，子供が寝ている間に夫 とふた り

で祈 った り， またひ とりが子供 を見ている問

に もうひ とりが祈つた りします。個人の祈 り

に心 を打ち込め る一番良い時間は，私の場合

は夜中です。

6.特 別 な目的や祝福のために断食 と祈 りを

行 なう

個 人的なこ と，家族の問題 他の人のため，

また天候などの ように全教会や国全体に関係

すること.など様々です。

7.罪 を悔い改め る

どうすれば変われるか，霊感 と力.を求め ま

す。 また，償いをして，相手に赦 して もらう

ための方法 を考 えます。

8.聖 典 を読み，研究 し，考える

まだ理解 できていないことを知 るように努

め ます。夫に も手伝 ってもらってポ疑問な点

をはっき りさせ ます。聖典 を通 して読むのも

よいですが，テーマ を決めてそれについて読

むの もよい と思います。子供が聖典 を理解 し，

大好 きになるように導 く方法を考えます。

9.神 をほめたたえる

祝福 を神に感謝 します。賛美の歌 を歌い，

神の導 きをいただいていることを喜び，人々

に神が愛に満ちた御方であることを証 します。

10.障 害 を避ける

土曜 日の晩の結婚披露宴，パーテ ィー，夕

食会，スポーツ， 日曜 日の食事会な どは，断

食や霊的な交わ りに支障を来すかもしれませ

ん。

11.自 分 の経験 を日記に記す

神への賛美，悔い改め たこと，変えようと

思 うこと，聖典 を読んだ感想，奉仕計画，毎

月の断食の目的， 自分の証など。この ような

ことをいつ も日記に書いていれば， 自分の証

を強 く保 ち， 自分が変わる動機づけ とな り，

子供や孫に霊感 を与 える力強い手段 とな りま

す。自分に起きた奇跡はす ぐに記憶か ら消え

てゆきますが， 日記はその出来事 をあざやか

によみが えらせ，奇跡の 日々である永遠の生

命を渇望する気持 ちを抱かせて くれます。

私の断食はまだ 「喜び と祈 り」であると言

える程完全なものではあ りませんが，1年 前

よりはず っと理想に近づいたと思います。神

が生 きておられて，私たちが神の子供 で，神

は私たちが幸せ になるように望んでおられる

こ とを知 るのは大 きな喜びです。そして今，

私はその喜 びを得る大切 なひ とつの要素が断

食であると確信 しています。あらゆる弱さを

な くし，すべての才能を伸ばし，完全な者 と

なって天父に再びまみえるためには， このよ

うな断食をすることが本当に大切だ と思うの

です。神のみ もとに帰る道 を見いだす強力な

てだて として，断食を啓示 して下 さった神 に

心から感謝いたします。
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教会の

活力の基

大管長

スペ ンサー ・W・ キ ンボール

証 は・私たち十二使徒だけが述べるもので
はない。これはすべての教会員に大切な

ものである。……私は初等協会や 日曜学校に

出席していた小さい頃に証 を述べたことを今

も覚 えている。証 を述べ ることは基本的なこ

とであり，極めて重要である。……小さい子

供が証を述べ るなどばかばか しい，子供に物

事の真偽などわか るはずがないと言 う人々が

40

い る。確かに子供の知識には限 りがある。 し

か し子供に も感情はある。証は単なる事実の

集積ではな く，感情である。証は心の内か ら

生 じる。そ してそれは一番大切 なものである。

……教会貝はだれで も証 を持っている
。伝道

部長たちは集 まればそれぞれに証を述べ合 う。

また， どこでどんなに少人数であって，教会

員が集 まれば， くつ ろいだ場 であれ公式の場



であれ互 いに証の交換が ある。

私たち十二使徒 も気楽に証 を述べる。私は

十二使徒に召されて18年 半になるが，その間，

年に4回 ずつ証会があった。早朝に私たち十

二使徒は教会本部か らそ う遠 くない神殿へ行

き， ……4階 の部屋 に集 まる。この部屋には

古 い皮 張 りの椅子が12脚 ある。非常に古 い

椅子 である。少 な くとも半世紀は使用されて

きたことであろう。皮がす り減 っているが，

まだまだ座 り心地の良い椅子で， それが半円

形に並べ られている。そして，傍 らに書記が

いる。ス ミス会長が片端に着席 し，一番新 し

い十二使徒が反対側の端に座 る。つまり，12

人が馬蹄形に着席する。それか ら歌を歌 う。

伴奏は リー兄弟が行なう。彼が指揮 をする時

は私が オルガンを弾 く。足踏み式の小 さなオ

ルガンである。私たちは主のみたまを求めて

心から熱心に祈 り， それか ら前回の集会の議

事録の発表 を聞 く。議事録 を読み上げるのに

15分 か ら20分 か かるが……聞いていて胸が躍

るようである。3ヵ 月前に聞いた兄弟たちの

証をもう一度聞 くのである。

それか ら十二使徒会長のス ミス長老が，た

いていは起立して，聖典 を片手に私たちに聖

典 に基づいた話 をする。それは丁度エマオ岱

向か う道でふた りの弟子に主が聖書を説き明

かされた情景に非常によく似ていると思 う。…

私たちは断食をしてその証会に出席 し，ふ

た りの使徒 によって祝福されたパ ンと水を受

ける。それか ら証が始 まる。証 を述べ るのは

私 たち12名 だけだが，3時 間から4時 間かか

る。私が このことをお話す るのは，証が土台

であり，教会活動の重要な要素であることを

知 っていただきたいからである。十二使徒た

ちが互いに証 を述べ合 い，主への感謝 を語 る

ことが必要であるとすれば，.宣 教師たちも，

励ましと霊感 と力を得て炎を燃や し続けるた

めに証 を述べ合 うことが必要なのではないだ

ろっか。 それか ら私たち十二使徒はまた歌を

歌い，祈 りを捧げ，おのおの仕事に戻る。

また，半年 ごとに開かれる総大会の前の木

曜日に証会が行 なわれる。神殿内の大管長会

と十二使徒会の部屋 で開かれるその会には，

教会幹部が全貝出席す る。……正面に大管長

の席がある。この席に座 るのは主の予言者だ

けである。大管長不在の時には副管長が司会

をす る。 しか し，副管長は大管長の席ではな

く自分の席に座 って司会する……。

ふた りの兄弟，普通 は十二使徒の兄弟たち

が聖餐 を執行する。(一 同は断食をしている。)

それから証会があり，大祝福師，管理監督会

か ら1名 ，七十人から1名 ，十二使徒補助か

ら1名 ，十二使徒から1名 ないし数名，大管

長会の全員が証 を述べる。全員の素晴 らしい

証をしめ くくるように最後に主の予言者の証

を聞 くのは栄 えある経験である。予言者がそ

の場に立って，「私はこれが真実であることを

知 っています。主は祈 りに答えて下 さいます。

主 は私たちにみ旨とみ こころを啓示 して下 さ

います』 と語 る言葉を，私は決 して忘 れない。

私がこれ をお話す るわけは，証 を述べ るこ

とが宣教師だけに とどまらない大切 な事柄で

あるということを知っていただ きたいためで

ある。これは教会のプログラムである。証に

は力がある。……これはこの組織 と教会の活

力の基である。」(7劾B6痂 η5勿 沈 「ザ ・ベ

ル リン ・ズピリッ ト」1962年1月 号)

(キ ンボール大管長が十二使徒評議員会会長

であった当時，証を述べることの大切さにつ

いて，-宣教師たちに語った話からの抜粋)
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どち らでも違いはないわ
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1975年1月11日 の午後1時35分 ・近所の

店へ買い物に行 く途中でのこ とで した。

歩道を歩いていると，時速60キ ロ以上のス

ピー ドで走ってきた自動車が運転 を誤 り，

私はその自動車 と電柱の間には さまれてし

まいました。たまたまその場に警察官が居

合 わせ，すぐに無線で救急車の手配 をしてく

れました。それか 与 私 を助 け出 して くれ

ました。特に私の足のけがはひどく，止血

が必要で した。けれども，止血帯を当てる

こともで きない状態でした。病院に着いた

時，私はすでに仮死状態 でした。けれ ども，

先生方の懸命な努力のお陰で どうにか一命

をとりとめることがで きました。私は監督

から素晴 らしい祝福 を受けた後，手術室に

運ばれました。多分足 を切断す ることにな

るだろうと，先生はお っしゃっていました。

その時，事故現場の調査官が10セ ンチ程の

長 さの大腿骨の一部 を見つけて急いで病院

に届けて下 さい ました。私の足を残すかど

うかの決定をするという時に， その骨が手

術室に届いたのです。結局私は足を失いま

したが， もしその時す ぐに足 を切断 してい

たら，15セ ンチ余 りの太 ももの部分 を残す

ことさえできなか ったはずです。

事故の後，大勢の友人や親戚が私 と家族

のためにいろいろして下さいました。ワー

ド部の人々のお陰で，両親 は数 ヵ月間，私

に付添 うことができました。 またワー ド部

の人々は私たちに食事 を運んで下 さった り，

お世話 をして下さった り，大 きな愛 と心遣

いを示 して下 さいました。
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私が初めて ミューチャルに出席 したのは，

翌年入 って くる少年少女 を招待 して行 なわ

れた年度末の親睦会の時です。招待 を受け

た時，私はとても驚 きました。手術の合間

に数 日間帰宅 しただけでまた病院に戻 らな

ければな りませんでしたし，車椅子 を使っ

ていたからです。みんなはそれでもよいと

言って くれ ました。そこで私はみんなに助

け られて出席 しました。 とても楽 しい会で

した。

新年度 にな り，私はまた病院暮 らしに戻

らなければならなか ったに もかか わらず，

ビーハイブ クラスの第2副 会長に召され ま

した。その年， クラスの人々は私のために

本当に良 くして くれ ました。監督の家で行

なわれた集会に私が出席できなかった時，皆

はその会の最初から最後 まで録音 して くれ

ました。新年度パーティーの様子 もテープ

に録音 して，病院に持 って きて くれ，みん

なで一緒に聞きました。

私が松葉杖 で病 院か ら出られるようにな

ると，ステーキ部 のビーハ イブア ドバ イザ

ーか ら 「リンゴの種」 とい う劇 に出るよう

に頼 まれ ました。私はそのことで，自分は

愛されている， 自分は必要 なのだ と感 じま

した。

つ らく苦 しい9ヵ 月間に，足を残すため

34回 も手術 を受けた後で，先生は足の切断

を勧め ました。私 は両親や天のお父様の助

けによって，切断手術の決心 をしました。

1975年9丹24日 ，.12歳 の ことで した。それ

を知 ったクラスの人々は，親切 に 「どちら

で も違いはないわ」 と言ってくれ ました。..

35回 目の最後の手術 を受けるために病院

に入った時 も， クラス.の人々はレッスンを

教 えて くれた り，元気 な顔 を見せて私 を喜

ばせて くれ ました。集会に出.席できな くて

も，すべての計画に私 を参加させて くれま

した。そのため， どんな楽 しいことが行 な

われているかわか りました し，早 くよくな

って一緒に活動 したい と思 いました。

それか ら5ヵ 月ほどして，ワー ド部では

「建国200年 祭 春の祭 り」が開かれ
，私た

ちの クラスも参加 を求め られ まし孝。 もち

ろん，私 もです。その頃私は義足をつけて

いました。クラスの友達 は，私が舞台で素

敵に見えるようによく手伝って くれました。

舞台から退場 して正面の階段 を下 りる時，

私があとに残って 目立っことのないように，

みんなで まとまって一緒に下 りて くれまし

た。それがご く自然に見えました。私は何

かするように頼 まれてもしりごみす る必要

がないというこ とを教え られ，気持 ちさえ

あれば人にできることは何 でもできること

を知 りました。

夏になると，私はクラスの友達に自転車

の乗 り方 を教えて もらいました。6回 程転

びましたが，その度 に.，起 き上が り，つい

に自転車に乗れるようになりました。今で

はみんな と一緒にサ イクリングに出かけ，

とても楽 しく過 ごします。

去年のさよならパーティーでは水泳をし.

ま した。本当は行 きた くなかったのですが，

母や友達 に，出席するだけで もよいからと

勧められて出かけ ました。それで会場に行

くと，みんなはとても楽 しそ うで した。そ

れにっ られて私は，母に電話 をかけ，水着

を持 ってきて もらいました。私は義足をは

ず して水着 を着て，友達 にプールまで連れ

て行 って もらいました。.それはそれは楽 し

い一時で した。みんなはよくわかって くれ

て，私が恥ずか しい思いをしないように し

て くれました。

ビーハ イブ2年 目の今年，私は会長に召

され まし.た。良い仕事 をして， 自分が手伝

ってもらったように，ほかの人々を手伝い

たい と思います。
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